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■■■ 当中間期の経営環境と連結業績

　第84期第2四半期連結累計期間（以下、中間期）におけ
る当社グループの事業環境は、消費税増税の反動による
景気回復鈍化の影響を受けながらも、EC市場の発展や
クレジットカード利用機会の拡大が着実に進行するな
ど、概ね堅調に推移いたしました。
　こうしたなか、当社グループは最終年度を迎えた中期
3ヵ年経営計画「ACT11」のもと、主力3事業の活性化と
新事業および海外事業の強化に取り組みました。この結
果、当中間期の連結業績は、営業収益および四半期純利
益において前年同期を上回り、収益体質の強化を図るこ
とができました。

■■■ 主要な施策と成果

　既存事業では、金融機関個人ローン保証が三菱東京
UFJ銀行の連携を中心として好調に推移し、「ACT11」
最終年度での残高計画3,000億円を当中間期末におい
て前倒しで達成いたしました。
　また次代の収益源として注力している新事業では、後払
い決済サービス「ATODENE（アトディーネ）」をスタートさ
せました。インターネット通販が広く社会に浸透するなか、
安心・安全な決済を提供できる本サービスは、消費者の潜
在ニーズに的確に応える画期的な決済の新機軸と考えて
います。
　海外事業においては、インドネシア事業における出資
先の合併により、同国全土にわたる本格的な販売金融事
業の展開が可能となりました。

取締役社長 

経営基盤の強化を通じ、
中期経営計画「ACT11」の目標達成を
目指してまいります。

株主のみなさまへ
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■■■ 中期経営計画「ACT11」の進捗状況
　「ACT11」の中長期ビジョン「日本を代表する先進的な
コンシューマーファイナンスカンパニー」の実現に向け
て3つの基本方針を掲げました。そのうち至上命題であ
る「トップラインの反転拡大」については、前期ですでに

「反転」を達成し、さらなる「拡大」に全社を挙げて取り組
んでおります。
　「ACT11」の締め括りとなる今後の半年間は、各事業
の諸課題にグループを挙げて取り組むことによって本
中期経営計画の目標を達成するとともに、来年度から
スタートする次期中期経営計画において力強い一歩を
踏み出すことができるよう、より強靱な経営基盤づく
りに取り組んでいく方針です。

■■■ 通期の見通し
　第84期通期は、連結営業収益1,084億円、連結経常利
益132億円を達成したいと考えております。
　最重要の経営課題のひとつである株主のみなさまへ
の利益還元につきましては、安定的な配当と企業成長に
よる株主価値の最大化でお応えしてまいります。
　株主のみなさまには、より一層のご支援、ご鞭撻を賜
りますよう心よりお願い申し上げます。

営業収益 （億円）第2四半期　　通期　　

営業利益/　 営業利益率
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経常利益/    純利益

1株当たり純利益

（億円）第2四半期　　通期　　

（円）第2四半期　　通期　　

（億円）第2四半期　　
通期　　

1. トップラインの拡大が伸長

2. 四半期純利益で好成績を達成

3. 通期業績は前年比で増収増益の見通し

当中間期の決算ポイント
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信販会社初！
後払い決済サービス

「ATODENE（アトディーネ）」誕生！
System

　当社は信販・カード業界で初の、通販・ネット販売
を対象とする後払い決済サービス『ATODENE（ア
トディーネ）』を、連結子会社のジャックス・ペイメン
ト・ソリューションズ（以下：JPaS）を運営会社として、
今年4月にスタートいたしました。
　この後払い決済サービスは、JPaSが通販・ネット
業者に代金を立て替えることで、ご利用者は商品到
着後にコンビニエンスストアや銀行などで代金を 

支払うことができます。商品未納や到着後のトラブ
ルに不安を持つご利用者のニーズに応えるとともに、 
事業者に対してもキャンセルリスクの低減やカード
を所有しない利用者の開拓など多くのメリットを 
提供します。
　こうした取り組みを通じ、加盟店数600店、取扱高
20億円の初年度目標を目指して既存ネットワークの
深耕や新規提携先の開拓を進めてまいります。

アトディーネ
ご利用のメリット

ご利用者

事業者
（加盟店）

●クレジットカード番号なしで 
　安心ショッピング
●注文したらすぐ商品が到着
●支払い前に商品をチェック

●JPaSが代金立替
●ご利用者の未払いリスクを回避

●注文後、すぐ発送
●キャンセルリスクを低減

￥ ￥￥

￥ ￥￥

●商品到着後、 
　2週間以内のお支払いでOK
●お近くのコンビニで 
　支払い可能

トピックス



4

プロテニスプレイヤー
錦織圭さん起用のTV-CMを制作
〜6月30日（月）からオンエア〜

CM

　当社では、錦織圭さんを起用したTV-CMを制作し、
6月30日からオンエアしています。
　日本を代表するプロテニスプレイヤーの錦織 
圭さんは、今年9月の全米オープンでは日本人初の 
決勝進出という快挙を成し遂げ、それに続く2大会 
でも連続優勝を果たすなど、国内外で認知度と 
好感度が急上昇しています。
　放映中のTV-CMは『想像力で未来は』篇と『僕は
ここにいる』篇の2本で、いずれも錦織圭さんが活
動拠点としている米国フロリダ州で撮影を行いま
した。『僕はここにいる』篇では、米国を拠点に夢の 
実現を目指す錦織圭さんの姿を通して“未来にタネ
をまこう。”という当社の企業メッセージを訴求して
います。『想像力で未来は』篇では、今年が錦織圭さん 
起用の2年目になることから、当社イメージキャラ 
クターとしてより身近に感じていただけるよう、
コート上とはひと味違う穏やかな笑顔がメインと
なっています。
　CMソングはLOVE PSYCHEDELICO（ラブ・サイケデ
リコ）のギタリストであるNAOKI氏が、このTV-CM
のために書き下ろした楽曲を使用しています。

『僕はここにいる』篇

『想像力で未来は』篇
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「STARFLYER PREMIUM CARD」発行！
CARD

　当社は航空会社のスターフライヤーと提携
し、空の旅をより身近に感じていただける各種
サービスを付帯した『STARFLYER PREMIUM 
CARD』を今年7月に発行いたしました。
　スターフライヤー・マイレージプログラム

「STAR LINK」機能のほか、カードのご利用金
額に応じて貯まるポイントをマイルや航空券
値引き枠に交換できる「STARポイント」など、
高品質・高付加価値サービスを備えています。

　カードのデザイ
ンは 「21世紀のモ
ダン」をテーマに
AIRBUS A320機
をイメージし、通
常のカードでは
使われない稀少
素材を用いた高級感溢れるプレミアム仕様と
なっています。

インフォメーション

錦織圭選手の
「ジャックス・オリジナルカレンダー」進呈

　世界四大大会である全米オープンテニス準優勝をはじめ、最近ではATPワー
ルドツアー・ファイナル出場など今年の錦織圭選手は大躍進！ それらの活躍を
祝して「ジャックス・オリジナルカレンダー」を進呈させていただきます。
　発送は12月8日頃を予定しております。
　今後とも、変わらぬご愛顧の程、よろしくお願いいたします。

（※単元株以上をお持ちの株主様に限らせていただきます。）

新カード登場！

トピックス
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連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

前連結会計年度
（平成26年3月31日）

当第2四半期
連結会計期間

（平成26年9月30日）

資産の部
　流動資産 2,831,720 2,971,898

　固定資産 64,684 73,235

　　有形固定資産 20,446 20,298

　　無形固定資産 19,648 21,942

　　投資その他の資産 24,589 30,994

　資産合計 2,896,405 3,045,134

負債の部
　流動負債 2,339,788 2,452,361

　固定負債 433,903 466,773

　負債合計 2,773,692 2,919,134

純資産の部
　株主資本 119,211 122,155

　　資本金 16,138 16,138

　　資本剰余金 30,482 30,490

　　利益剰余金 74,359 77,216

　　自己株式 △1,768 △1,689

　その他の包括利益累計額合計 3,426 3,743

　　その他有価証券評価差額金 3,190 3,914

　　繰延ヘッジ損益 △31 △28

　　為替換算調整勘定 △8 △353

　　退職給付に係る調整累計額 276 209

　新株予約権 74 101

　純資産合計 122,712 125,999

　負債純資産合計 2,896,405 3,045,134

注：記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：百万円）

前第2四半期
連結累計期間

 平成25年4月 1 日から（平成25年9月30日まで）
当第2四半期
連結累計期間

 平成26年4月 1 日から（平成26年9月30日まで）
　営業活動によるキャッシュ・フロー △70,935 △82,605

　投資活動によるキャッシュ・フロー △3,305 △9,486

　財務活動によるキャッシュ・フロー 44,666 81,582

　現金及び現金同等物に係る換算差額 120 △7

　現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △29,453 △10,517

　現金及び現金同等物の期首残高 95,720 70,883

　現金及び現金同等物の四半期末残高 66,267 60,366

注：記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

0

1,500

1,200

900

600

300

（億円） 第2四半期純資産 通期

0

35,000
30,000
25,000
20,000
15,000
10,000
5,000

（億円） 第2四半期総資産 通期

23/3 24/3 25/3 27/3

23/3 24/3 25/3 27/3

26/3

26/3

連結財務諸表



7

包括信用購入あっせん 個別信用購入あっせん

　ショッピングクレジットにつきまし
ては、一部に消費税率引き上げに伴う駆
け込み需要の反動減の影響がみられた
ものの、クレジット利用促進策を強化
し、クレジット需要の拡大およびシェア
アップに努めたことから、取扱高は前年
を上回りました。
　また、注力しているWeb関連では、

「WeBBy店頭かんたんクレジット」の申
込方法の多様化を図るべくタブレット
端末を導入するなど、さらなる利便性向
上を目指してまいりました。
　オートローンにつきましては、輸入車
の新型車の取扱いに注力するとともに、
国産新車ディーラーおよび中古車専業
店の取引拡大により、概ね堅調に推移い
たしました。

　カードショッピングにつきましては、
コールセンターによるアウトバウンド
を積極的に活用し、未稼働会員の稼働
化、リボ会員の獲得など継続的に実施
してまいりました。また、Web関連市
場におけるカード会員獲得拡大も進め
てまいりました。

取 扱 高 4,957億円
前 期 比  16.1% 増 

取 扱 高 1,500億円
前 期 比  17.3% 増 

包括信用
購入あっせん

33.533.5

信用保証

23.623.6

その他

30.230.2 融資

2.62.6

個別信用
購入あっせん

10.110.1
部門別
取扱高
構成比

（％）

25/3
2Q

26/3
2Q

3,843 4,268

27/3
2Q

4,957

25/3
2Q

26/3
2Q

1,100 1,279

27/3
2Q

1,500

25/3
2Q

27/3
2Q

3,138 3,487

26/3
2Q

3,297

25/3
2Q

26/3
2Q

429
386

27/3
2Q

381

25/3
2Q

26/3
2Q

3,751 4,036

27/3
2Q

4,461
（億円） （億円） （億円） （億円） （億円）

部門別情報
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信用保証 融資 その他

　カードキャッシングにつきましては、
既存会員および未稼働会員に対するプ
ロモーション等を実施してまいりまし
たが、取扱高は若干の減少となりました。

　集金代行業務につきましては、不動
産管理会社およびスポーツクラブの取
扱いを中心に順調に推移いたしました。

　金融機関個人ローン保証につきまし
ては、地方銀行等との提携拡大、株式会
社三菱東京UFJ銀行のWeb商品の拡
充に伴い、証書貸付およびカードロー
ンの取扱いは伸長いたしました。
　投資用マンション向け住宅ローン保
証につきましては、市場の好況感を反
映し、取扱高は増加いたしました。
　住宅関連商品につきましては、産業
用ソーラーローンが順調に推移いたし
ましたが、補助金終了の影響を受けた
住宅用ソーラーローンの取扱いが減少
したことから、取扱高は若干の減少と
なりました。
　オートローン保証につきましては、
個別信用購入あっせんのオートローン
同様に堅調に推移いたしました。

取 扱 高 3,487億円
前 期 比  5.7% 増 

取 扱 高 381億円
前 期 比  1.5% 減 

取 扱 高 4,461億円
前 期 比  10.5% 増 

25/3
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26/3
2Q
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27/3
2Q
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25/3
2Q

26/3
2Q
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27/3
2Q

1,500

25/3
2Q

27/3
2Q

3,138 3,487

26/3
2Q

3,297

25/3
2Q

26/3
2Q

429
386

27/3
2Q

381

25/3
2Q

26/3
2Q

3,751 4,036

27/3
2Q

4,461
（億円） （億円） （億円） （億円） （億円）
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株式の状況 （平成26年9月30日現在）

発行可能株式総数 394,550,000株
発行済株式総数 175,395,808株
株主数 （前期末比997名減）5,986名
大株主（上位10名）

株主名 当社への出資状況
持株数（千株） 出資比率（%）

株式会社三菱東京UFJ銀行 35,079 20.0
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 15,462 8.8
第一生命保険株式会社 6,799 3.8
明治安田生命保険相互会社 6,378 3.6
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 6,025 3.4
ジャックス共栄会 4,552 2.5
ジャックス職員持株会 3,496 1.9
ザチェースマンハッタンバンクエヌエイロンドンエスエルオムニバスアカウント 3,115 1.7
日本生命保険相互会社 2,940 1.6
三菱UFJ信託銀行株式会社 2,822 1.6

（注） 出資比率は分母に自己株式数を含めて算出しております。

会社概要
商 号 株式会社ジャックス
英 文 社 名 JACCS CO.,LTD.
設 立 年 月 日 昭和29年6月29日
資 本 金 161億38百万円
本 店 所 在 地 〒040-0063　北海道函館市若松町2番5号

TEL.（0138）26-4136（代）
本 部 所 在 地 〒150-8932　東京都渋谷区恵比寿4丁目1番18号

恵比寿ネオナート
TEL.（03）5448-1311（代）

従 業 員 数 2,719名（平成26年9月30日現在）
（注） 従業員数には、出向者等72名、嘱託2名、契約社員188名

および臨時雇員は含まれておりません。

所有者別株式数（単元株所有者）

金融機関
112,902株
64.5％

個人・その他
23,404株
13.3％

外国法人等
28,297株
16.1％

自己名義株式
2,404株
1.3％

金融商品取引業者
1,465株
0.8％

その他の法人
6,440株
3.6％

株式分布状況 （平成26年9月30日現在） （単位：千株）

役員 （平成26年12月1日現在）

取締役社長 代表取締役
CEO 兼 COO 板 垣 康 義 上席執行役員 吉 野 英 雄

取締役副社長 代表取締役 杉 山 　 勉 上席執行役員 大 島 健 一

取締役専務執行役員 小 林 秀 親 上席執行役員 山 崎 　 徹

取締役常務執行役員 川 上 　 昇 上席執行役員 名 越 隆 博

取締役常務執行役員 菅 野 峰 一 上席執行役員 葛 上 　 章

取締役上席執行役員 佐 藤 康 准 執 行 役 員 根 本 雅 行

取締役上席執行役員 尾 形 茂 樹 執 行 役 員 柳 原 　 功

取 締 役(社 外) 神 岡 晴 夫 執 行 役 員 村 上 　 亮

取 締 役(社 外) 原 　 邦 明 執 行 役 員 柚 江 信 吾

常 勤 監 査 役 占 部 昭 洋 執 行 役 員 外 口 利 夫

常 勤 監 査 役 葊 井 隆 幸 執 行 役 員 岸 　 雅 俊

監 査 役(社 外) 藤　㟢　三郎助 執 行 役 員 山 本 和 夫

監 査 役(社 外) 藤 村 　 啓 執 行 役 員 谷 口 　 昇

常務執行役員 白 石 　 覚 執 行 役 員 蓮 川 昌 博

上席執行役員 古 川 　 明 執 行 役 員 土 方 俊 幸

上席執行役員 大 沢 良 直 執 行 役 員 吉 田 宏 樹

上席執行役員 鎌 形 幸 彦 執 行 役 員 羽 沢 　 厚

上席執行役員 千 野 　 仁

株式の状況／会社概要
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主な営業拠点 （平成26年12月1日現在）

連結子会社 （平成26年12月1日現在）

ジャックスリース(株)
■事業内容：リース業務、オートオークション出品代行業務
ジャックス・トータル・サービス(株)
■ 事業内容：損害保険・生命保険の保険代理店業、通信販売、当社什器・備品のリース
ジャックス債権回収サービス(株)
■ 事業内容：「債権管理回収業に関する特別措置法（サービサー法）」に基づ

くサービサー業、当社貸倒償却債権の回収業務の受託
ジャックス・ペイメント・ソリューションズ(株)（略称 JPaS）
■事業内容：集金代行・後払い決済サービス
JACCS International Vietnam Finance Co.,Ltd.（略称 JIVF）
■事業内容：個別信用購入あっせん事業

持分法適用関連会社 （平成26年12月1日現在）

PT Mitra Pinasthika Mustika Finance.（略称 MPMF）
■事業内容：二輪・四輪車販売金融（割賦）事業

1株当たりの配当金の推移は以下のとおりです。

（単位：円）

中間 期末 年間

第84期（平成27年3月期） 7 7（予想） 14（予想）

第83期（平成26年3月期） 6 8 14

第82期（平成25年3月期） 5 6 11

北海道
エリア
札幌支店
旭川支店
函館支店

北関東エリア
大宮支店
埼玉西支店
高崎支店
宇都宮支店
水戸支店

土浦支店
長野支店
松本支店
新潟支店
長岡支店

東北エリア
仙台支店
郡山支店
山形支店

盛岡支店
秋田支店
青森支店

首都圏エリア
東京支店
東京東支店
東京オート
ローン
センター
東京西支店
町田支店

千葉支店
船橋支店
柏支店
横浜支店
湘南支店
甲府支店

近畿エリア
大阪支店
大阪北支店
堺支店
奈良支店

大津支店
京都支店
神戸支店
姫路支店

九州エリア
福岡支店
北九州支店
久留米支店
長崎支店
熊本支店

大分支店
宮崎支店
鹿児島支店
沖縄支店

中部エリア
名古屋支店
岡崎支店
岐阜支店
三重支店
静岡支店

沼津支店
浜松支店
金沢支店
福井支店
富山支店中国・四国エリア

広島支店
山陰支店
岡山支店

高松支店
松山支店



当社ホームページをご覧ください。
●新商品の紹介
●ニュースリリース
●トピックス
●IR情報
　などを掲載しております。
　ぜひご覧ください。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

事 業 年 度 4月1日〜翌年3月31日
期末配当金受領株主
確 定 日 3月31日

中間配当金受領株主
確 定 日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂7丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所、札幌証券取引所
公 告 の 方 法 電子公告により行う。（当社ホームページに掲載）

※ やむを得ない事由により電子公告ができない場合は、
日本経済新聞に公告いたします。

（ご注意）
1.  株券電子化に伴い、株主様の住所変更、単元未満株式の買取（買増）請求その他各種

お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）
で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せくだ
さい。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意
ください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託
銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱
UFJ信託銀行）にお問合せください。

3.  未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株式に関するお手続きについて
特別口座に記録された株式

お手続き、
ご照会等の内容 お問合せ先

・特別口座から一般口座
　への振替請求
・単元未満株式の買取
　（買増）請求（注1）
・住所・氏名等のご変更
・特別口座の残高照会
・配当金の受領方法の
　指定（注2）

特別口座の
口 座 管 理
機 関

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂7丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

［手続き書類のご請求方法］
▶音声自動応答電話によるご請求
　0120-244-479（通話料無料）
▶インターネットによるダウンロード
　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

・郵送物等の発送と
　返戻に関するご照会
・支払期間経過後の
　配当金に関するご照会
・株式事務に関する
　一般的なお問合せ

株主名簿
管 理 人

（注1）買取（買増）請求に係わる手数料は「無料」とさせていただいております。
（注2） 特別口座に記録された株式をご所有の株主様は、配当金の受領方法として株

式数比例配分方式はお選びいただけません。

証券会社等の口座に記録された株式

お手続き、
ご照会等の内容 お問合せ先

・郵送物等の発送と
　返戻に関するご照会
・支払期間経過後の
　配当金に関するご照会
・株式事務に関する
　一般的なお問合せ

株主名簿
管 理 人

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂7丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

・上記以外のお手続き、
　ご照会等

口座を開設されている証券会社等にお問合せ
ください。

今後の見通しに関する注意事項
本誌の記載内容のうち、当社の将来に関する見通しおよび計画などの歴史的事実で
ないものについては将来予測であり、現在入手可能な情報から得られた会社の判断
に基づいています。これらの将来予測には、リスクや不確定な要素が含まれており、
実際の成果や業績などは、記載の見通しとは大きく異なる可能性があります。

本部　〒150-8932
東京都渋谷区恵比寿4丁目1番18号 恵比寿ネオナート
TEL 03-5448-1311(代)

ジャックスの最新情報やみなさまの暮らしのためのお役立ちコラム、そして
日常がちょっと楽しくなるような情報をお届けします。お楽しみに！

URL http://www.jaccs.co.jp/

みなさまからの「いいね」をお待ちしています！

ジャックス公式フェイスブック
はじめました。

株主メモ


